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　　　　　　　　注意：１．（　）内は比率を示す
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日新電機株式会社
日新電機株式会社日新電機株式会社
日新電機株式会社

比率（

I
d

）が31.5～38.5%

I

1

比率（

I
d

）が35.2～52.8%

I

2

　　　　　１次（９－１０間）及び２次（１１－１２間）入力端子に単独で通電し、動作電流値を測定。

）が31.5～38.5%比率（

I
d

I

2

相

＃＃＃

2.9 A

Ｃ

　 （１）最小整定でＩ

２

入力２００％，５００％にて、Ｉ

１

の動作電流値を測定（Ｉ

１

＞Ｉ

２

）。

　２．比率特性（試験回路図による）

　１．動作値

入力端子

整定

　　（１）比率・高調波抑制要素

Ａ Ｂ

素　子　形　式 ＵＡＨ－Ｈ２２

相

器　具　番　号

製　造　番　号

ＲＤＦ ＨＤＦ

3.5 A 3.8 A 4.2 A 4.6 A2.9 A 3.2 A 5.0 A 8.7 A

判定基準

１　次

２　次

１　次

２　次

１　次

２　次

Ａ

Ｂ

Ｃ

整　　定

２．９Ａ

要素＼相

ＨＯＣ１

ＨＯＣ２

　　（２）過電流要素

A

　最小整定＝２．９Ａ　　　　　：　整定の２８．５～３１．５％

　他の整定＝３．２～８．７Ａ　：　整定の２７～３３％

A

A

A

　　　　　最小整定にて端子９－１０間に通電し、ＨＯＣ１，２の動作電流値を測定。

Ａ Ｂ Ｃ

A

A

判　　定　　基　　準

HOC1 : (2.9A×10)±5%

HOC2 : (2.9A×10)±5%

整　　定 Ｂ Ｃ 判　　定　　基　　準

２．９Ａ

Ｉ

２

入力＼相

Ａ

１４．５Ａ

（５００％）

５．８Ａ

（２００％）

A A A

A A A

A A

Ａ Ｂ Ｃ

　 （２）最小整定でＩ

１

入力５００％にて、Ｉ

２

の動作電流値を測定（Ｉ

１

＜Ｉ

２

）。

整　　定

２．９Ａ

Ｉ

1

入力＼相

１４．５Ａ

（５００％）

A

判　　定　　基　　準
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Ｐ．

( ) % ( ) % ( ) %

( ) % ( ) % ( ) %

製　造　番　号

素　子　形　式 ＵＡＨ－Ｈ２２

相

A

　３．外部故障検出要素（ＯＤＦ）

　　（１）動作値　　　　Ｉ

１

＝Ｉ

２

の条件で、Ｉ

１

，Ｉ

２

を同時に増加させ、動作値を測定。

整　　定 要素＼相 Ａ Ｂ Ｃ 判　　定　　基　　準

(2.9A×3)±5%≒<8.3～9.1A>

　　（２）比率特性

　　　　　最小整定で下記条件にて測定。

　　　　　（Ａ）Ｉ

２

入力５００％にて、Ｉ

１

の動作電流値を測定（Ｉ

１

＞Ｉ

２

）

A A２．９Ａ ＯＤＦ

　　　　　（Ｂ）Ｉ

１

入力５００％にて、Ｉ

２

の動作電流値を測定（Ｉ

１

＜Ｉ

２

）

整　　定 入力＼相 Ａ Ｂ Ｃ 判　　定　　基　　準

２．９Ａ

(A)I

2

=14.5A

(500%)

(B)I

1

=14.5A

(500%)

A A A

(2.9A×5)＋(Id=1.68A)

±20%≒<15.9～16.5A>

A A A [比率(12%)≒1.68A]

　４．外部故障検出時の動作値

　　（１）比率・高調波抑制要素

　　　　　外部故障検出要素（ＯＤＦ）をテストピンにて動作させた状態で、１次（９－１０）間及び

　　　　　２次（１１－１２）間入力端子に単独で通電し、動作値を測定。

整　　定

要素 ＲＤＦ

判　　定　　基　　準

入力端子

相

Ａ Ｂ Ｃ

A

(9-10間)

A A

１　次

A A A

<18.4～22.5A>

(11-12間)

　　（２）過電流要素

２．９Ａ

(2.9A×7.05)±10%

２　次

A

　　　　　外部故障検出要素（ＯＤＦ）をテストピンにて動作させた状態で、端子９－１０間に

　　　　　通電し、ＨＯＣ１の動作電流値を測定。

整　　定 要素＼相 Ａ Ｂ Ｃ 判　　定　　基　　準

(2.9A×15)±10%

≒<39.2～47.8A>

　５．外部故障検出時の比率特性

　　　　　外部故障検出要素（ＯＤＦ）をテストピンにて動作させた状態で、下記条件にて測定。

　　　　　（Ａ）Ｉ

２

入力５００％にて、Ｉ

１

の動作電流値を測定（Ｉ

１

＞Ｉ

２

）

A A２．９Ａ ＨＯＣ１

　　　　　（Ｂ）Ｉ

１

入力５００％にて、Ｉ

２

の動作電流値を測定（Ｉ

１

＜Ｉ

２

）

整　　定 入力＼相 Ａ Ｂ Ｃ 判　　定　　基　　準

２．９Ａ

(A)I

2

=14.5A

A

(B)I

1

=14.5A

A

）が136～204%

(500%)

I

2

A A

比率（

I
d

比率（

I
d

）が136～204%

(500%)

I

1

A A

　　　　　　　　注意：１．（　）内は比率を示す　　　２．Ｉ

ｄ

= |Ｉ

１ 

- Ｉ

２

|
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Ｐ．

C

Ａ

Ｃ 判　　定　　基　　準

素　子　形　式 ＵＡＨ－Ｈ２２

相 Ａ Ｂ Ｃ

製　造　番　号

%

　６．高調波抑制（試験回路図による）

　  （１）単相特性

　　　　　最小整定にて整定値の３００％の基本波に対し、第２調波を同相で含有させ、高調波要素が

　　　　　復帰する時の高調波含有率を測定。

整　　定 入力＼相 Ａ Ｂ

% １１ ～ １５％

　  （２）三相加算特性

　　　　　最小整定にて整定値の３００％の基本波に対し、第２高調波を同相で含有させ、高調波要素が

　　　　　復帰する時の高調波含有率を測定。ただしこの時、他の２相のリレーには、整定値の３００％

２．９Ａ 整定値×300% %

　　　　　の基本波に対し、９％の第２調波を同相で含有させ通電しておく。

整　　定 入　　力 測定相 結　果 判　　定　　基　　準

Ｃ

が11～15%以内

Σ 含有率

Ｂ

３

*高調波を他相に入力しない場合

測定相の含有率１５～２７％

　７．動作時間

　  （１）ＲＤＦ＋ＨＤＦ　　《最小整定にて　０Ａ→整定値の３００％入力》

整　　定 入力＼相 Ａ Ｂ Ｃ 判　　定　　基　　準

２．９Ａ

２．９Ａ 整定値×300% ms

測定相：

（基本波）整定×300%=8.7A

他の２相：

（基本波）整定×300%=8.7A

Ａ

ms ms

ms

５０ｍｓ以下 (60Hzの場合)

６０ｍｓ以下 (50Hzの場合)

　  （２）ＨＯＣ　《最小整定にて　 ０Ａ→ＨＯＣ（１０００％）の２００％入力》

整　　定 入力＼相 Ａ Ｂ Ｃ 判　　定　　基　　準

３０ｍｓ以下

　８．制御電源開閉

　　　制御電源の入切、低下、瞬断にて誤動作なきこと。

　９．ＴＥＳＴ回路確認

ms ms2.9A×1000% 整定値×200%

日新電機株式会社
日新電機株式会社日新電機株式会社
日新電機株式会社
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TEST-M1050-TEST-M1050-
TEST-M1050-

2
22
2

　　　ＴＥＳＴピンにて動作すること。

　１０．平衡電圧測定端子確認

　　　整定の１００％入力にてＡＣ１０Ｖ±２Ｖの電圧になること。

　　備　　考
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